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１ 市の地域特性 

⑴ 地勢 

   三条市は、東経 138°57’11”、北緯 37°38’11”の新潟県のほぼ中央に位置し、面積 432．01ｋ㎡を

有するまちです。 

  当市の北西部には日本一の大河信濃川が流れるほか、清流・五十嵐川が市内を横断しています。

下田地域東部の福島県境までの国有林一帯は、越後三山只見国定公園、奥早出粟守門県立自然公園

に指定されており、豊かな森林資源に恵まれています。 

 

⑵ 人口 

   人口は、昭和 35 年の 99,895 人から昭和 60年まで増加を続け、110,568 人を記録しました。しか

し、平成２年からは減少に転じ、平成 22 年においては 102,292 人となっています。 

   世帯数は、昭和 35 年の 19,320 世帯から増加傾向で推移しており、平成 22 年においては 32,467

世帯となっています。 

   １世帯当たりの人口は、図２のとおり昭和 35 年の 5.2 人から昭和 55 年まで減少傾向が著しく、

昭和 60 年からは増加傾向に転じ、平成 22 年においては 4.1 人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※人口、世帯数は合併した三市町村を合わせた数値です。 出典：三条市統計データ 

⑶ 気象 

   本市の気候は典型的な日本海側気候であり、冬の寒冷多雪が特徴的です。市内の一部地域は特別

豪雪地帯に指定されています。 

図３のとおり、平成元年から 25 年の年間平均気温は概ね 13℃から 14℃で上昇傾向にあり、地球

温暖化の影響を受けていることが見受けられます。また、年間降水量は 2,000 ㎜前後で推移してい

ます。 
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                          出典：気象庁ホームページ 気象観測データ 

 

２ 二酸化炭素排出量の現状 

⑴ 二酸化炭素排出量の算定方法 

本市の二酸化炭素排出量の算定は、地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）策定

マニュアル(第１版)簡易版（平成22年8月環境省、以下「簡易版マニュアル」という。）に準拠

した方法により実施しました。 

 

 ⑵ 総排出量 

本市の二酸化炭素排出量は、図４のとおり基準年度である平成 17（2005）年度の 1044.4 千ｔ

-CO2に対し、減少傾向で推移し平成 22（2010）年度には 880.9 千ｔ-CO２と５年間で 15.7％減少

しました。 

しかし、平成 23（2011）年度には 958.1 千ｔ-CO２と前年度比 8.8％増となりました。 

   これは、平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災や同年７月 29 日に発生した新潟・福島豪

雨水害による影響が主な要因として考えられます。 
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 ⑶ 部門別排出量 

    二酸化炭素の排出量を部門別にみると、表１及び図５のとおり産業部門の製造業からの排出量

が最も多く、総排出量に占める割合は基準年度である平成17（2005）年度で約43％、平成23（2011）

年度で 40.2％となっています。これは、「ものづくりのまち」としての本市の特徴の表れと考え

られます。 

    先に述べたように、基準年度から減少傾向で推移していた総排出量は平成 23（2011）年度に再

び増加しています。これを部門別でみると前年度に比べ業務部門で 26.6％、産業部門の製造業で

13.4％の増加となっています。このうち、業務部門は基準年度との比較でも 16.5％の増加となっ

ています。 

    これらの部門における増加要因としては、次のことが考えられます。 

   ・業務部門 

平成 23 年７月 29 日に発生した新潟・福島豪雨水害による、上水及び下水処理量の増加に伴

うエネルギー使用量の増加。 

   ・産業部門の製造業 

平成 23 年３月 11 日に発生した、東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故の影

響を受け、東北電力管内においても女川原子力発電所（宮城県）、東通原子力発電所（青森県）

の稼働が停止し、その代替として火力発電が増加したことによる電力供給に係る二酸化炭素排

出量の増加。 

被災地の復旧に必要な物資の製造によるエネルギー使用量の増加。 
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図４ 本市の二酸化炭素排出量の推移
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図５ 部門別温室効果ガス排出量の推移
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平成17
年度

平成18
年度

平成19
年度

平成20
年度

平成21
年度

平成22
年度

平成23
年度

(2005) (2006) (2007) (2008) (2009) (2010) (2011)

<基準年> <現況>

448.6 427.1 419.3 387.4 382.9 339.8 385.4 -14.1%

17.0 14.5 15.2 14.3 17.9 14.8 13.1 -22.9%

8.4 8.5 8.6 8.5 5.5 5.5 5.5 -34.5%

474.0 450.1 443.1 410.2 406.3 360.1 404.0 -14.8%

176.9 162.6 160.7 161.7 155.1 158.7 162.6 -8.1%

163.3 154.0 158.4 168.1 146.0 150.2 190.2 16.5%

208.0 203.5 200.6 193.8 194.6 192.8 188.4 -9.4%

6.6 6.3 6.8 6.6 6.3 6.2 7.0 6.1%

　小計　 214.6 209.8 207.4 200.4 200.9 199.0 195.4 -8.9%

15.6 15.2 20.0 11.2 8.7 12.9 5.9 -62.2%

1,044.4 991.7 989.6 951.6 917.0 880.9 958.1 -8.3%

- -5.0% -5.2% -8.9% -12.2% -15.7% -8.3% -

合         計　

基準年に対する増減率

自動車
(旅客＋貨物)

　鉄道

　家庭部門

　業務部門　

　廃棄物部門

　小計

運輸部門

表１　部門別の二酸化炭素 排出量の推移　　　(単位：ｔ－CO2 )

部　　門
基準年と

現況の比較

産業部門

　製造業

　建設業・鉱業

　農林水産業
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